
信頼関係をもち「言うことは言い、聞くことは聞く」姿勢が大切
中野・西原町内会副会長のほか、鶴巻1丁目東公園仮設住宅自治会長
中野小学校区復興対策委員として震災直後から走り続ける下山正夫さん。
西原町内会長の大和田哲男さんと共に住民の安否確認に奔走していたころ、
「町内皆バラバラになったから、やっぱり月に1回ぐらい集まりたい」との声が届き、
流されずに残っていた名簿をもとに町内会の集まりを郵便で呼びかけました。
転居先不明などで戻ったものはほとんどなく、5月20日、当時避難所だった宮城野体育館で
1回目の集まりをもち、以降は毎月第1日曜日を定例としての交流が続いています。
また、復興に向けては中野4町内が共に協力し合う必要があるとし、
「中野小学校区復興対策委員会」として行政と協働で新たなまちづくりを進めています。
「発言しなければ問題点は何も解決しない」と、下山さんは行政にも住民にも
あえて苦言を呈することがありますが、そこには信頼関係があってこそ。
「言うことは言って、話を聞くことは聞くという姿勢でないと」
更に、下山さんは「生活再建には、これから1年が特に大変だと思う。次のステップへ
進むためにも、先ずは我々が住む場所を決めないとね」と、表情を引き締めて語りました。
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「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

住民の皆さんの生活再建に向けて奔走を続ける縁の下の力持ち　

中野・西原町内会副会長

◀お花見会で寛いだ表情を
見せる下山さん。
　「この1年で10年分のエ
ネルギーを使った（笑）
　それは皆のためだから」

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①その形状が名前の由来。仙台の名産となった笹○○○○
②「神子」とか「巫女」と書きます
③深く考えず、工夫のないこと
④仙台平野の風土から生まれた美味、長○○漬け
⑤陰暦で５月は皐月、では６月は？
⑦日本で初めて金を産出したことにちなんだ施設、遠田郡涌谷町にあ
る天平○○○館
⑩間違った知らせ
⑫手間がかからず、簡単で便利なこと
⑭油揚げを入れればキツネ、生卵を入れたら？
⑮○○○汁は、冬野菜と、この魚のぶつ切りをいれた汁もの
⑯三陸の夏の珍味。海のパイナップルとも呼ばれます
⑰「猛者」の読み方は？
⑲○○振り合うも多生の縁

①薬莱山、陶芸の里があるのは○○町
③大勢で行動するとき、これをそろえないとまとまりません
⑥主原料に落花生の粉を使うお菓子で、仙台駄菓子として紹介される
こともあります
⑧俗に、相撲の土俵に近い席は、○○かぶり
⑨家族でレジャー、パパやママからはぐれちゃうと・・
⑪ある人物の作品だけの展覧会
⑬山元町で海の幸を使った名物といえば、○○○ご飯
⑮入学や入社の年度が一緒
⑯焼けたら千切りキャベツにソースをかけて一緒に食べるのが気仙沼流
のＢ級グルメ
⑱政宗公の時代から、伝統の製法で辛口の風味を持ち味とする、仙
台○○
⑳胸骨と肩甲骨とをつなぐ骨
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　「みらいんさん、がんばってね！」岡田会館で行
われた、新浜復興の会全体報告会終了後に声
をかけてくださった方、ありがとうございます。皆
さんの復興が速やかでありますよう。 （芳賀）

　ようやく身を固めました。目指すは頑固でいい加
減な親父です。ここのところ、妻と同じくらい腹もぽっ
てり出て来て、呆れられています。秋頃には親父に
なる予定です。名付けが楽しみだなあ。 （おおが）

「みらいん」は、皆さんと一緒に作り、歩む情報紙です。紙面に対するご感想
や、紹介したい人や場所、今抱いている想いなどのコメントをハガキ、FAX、
メールでお寄せください。読者の皆さんの思いを、紙面に反映していきます。
送付先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12
　　　　「みらいん」編集部
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 

・・・・情報提供のお願い・・・・
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次号は 2012 年 7月上旬に発行予定です。

前回のこたえ

でした。
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平野俊幸監督

阿部俊夫コーチ

俺たち
中野スパローズ！
俺たち
中野スパローズ！
俺たち
中野スパローズ！
白球に力を込める
　被災した中野小学校に通っていた児童で構成される中野スパローズは、
地域に根ざした1974年創設の少年野球チーム。メンバーの保護者の中に
もスパローズ出身者が多く存在します。震災に遭いメンバーの住まいがバ
ラバラになった今も、子どもたちや指導者、保護者が一体となり頑張って
活動を続けており、それは地域のひとつの再生の形と言えるでしょう。
　4月29日に燕沢中央公園グラウンドで行われた全日本学童野球宮城野
区大会で、スパローズの選手たちは第4試合に出場しました。相手は山崎少
年野球クラブ。ピッチャーである小野大介君が力投しましたが、1時間半の
大会規定時間を迎え10－6で惜敗。その悔しさは、次へのステップの原動
力になるはずです。

練習場所を求めて
　津波で家を失ったメンバーも多い中、昨年4月から練習を開始し、直後の
春季大会では本来は認められていませんが練習着や不揃いの服装で出場。
バットなどの道具は、神奈川県などから寄贈されました。現在、練習場所で
ある中野小学校は使用出来ないので、和田地区の丹野畜産の敷地を借りて
います。自分たちの練習場所が欲しいからと、真夏に皆で石ころ拾いや片
付けをして一生懸命整備しました。その他、昔からつながりのある福室小
学校に声を掛けてもらったり、加瀬沼のグラウンドを借りたりしてなんと
か練習を続けています。

小野 大介君（6年）
粘り強いチームにしたい。
とにかくひとつひとつ勝つ！

齋藤 高君（5年）
いっぱい大会で優勝して、
エラーしないで頑張る

佐藤 真洸君（5年）
チームの皆を引っ張っていきたい。
頑張ります！

須賀 頼寿君（5年）
ピッチャー、キャッチャー両方
出来るように頑張ります！

菅野 友雅君（4年）
打てて守れて、チームを引っ張って
いけるような選手になりたい

丹野 雄真君（4年）
セカンドで出来るだけエラーを
しないようにしたい

阿部 怜桜君（4年）
ピッチャーで、ノーヒットノーラン
を目指します

鈴木 一君（4年）
打てるバッターになる。イレギュ
ラーを取れるようになりたい

伊東 大夢君（3年）
チームのキャプテンになりたい。
ずっと野球を続けたい

及川 健成君（3年）
勝ちたいです！
守備とか打つのを頑張ります！

こう まひろ らいじゅ ゆうが

ゆうま れお はじめ ひろむ けんせい

監督・コーチからひと言監督・コーチからひと言

鈴木政彦コーチ
（チーム創設時のメンバー）

鈴木忠幸総監督

　6年生がひとりだけになって、その子の負
担が大きいと思う。やっと、この「中野スパ
ローズ」として活動出来るようになったのだ
から、思い切って楽しくやってもらいたい。

齋藤夏恵さん
子どもを中野小学校に通わせたいから仙

台港背後地6号公園仮設住宅に入居する

ことにしたの。私たち保護者にとっても、

スパローズの練習や試合を通して皆と会

うことが励み。いろんな境遇で生活する

保護者たちの交流の場になっています。

伊東裕子さん
震災後は子どもたちが情緒不安定だっ

たから、野球が、スパローズが究極の楽

しみだったんだと思う。若林へ転校した

から余計に楽しみだった！　皆が頑

張っているの。

佐藤誠さん
子どもが公園や近所の学校でキャッチボールをしていると「

危ない」など、

注意されたりで、なかなか行き場がないよね。のびのびと練
習出来るところ

が欲しいです。震災直後は野球が出来るとは思わなかったけ
ど、段々と欲が

出てきたんだね。

小野一徳さん（チーム創設時のメンバー）
お父さん同士、主に勝ったときは…
負けても飲みに行くけどね。そう
いった場では、普段話せないことも
飲んだ勢いで吐き出せたりできる
のが良いよね。平野監督は大変な状
況の子どもたちを気遣ってくれた
と思います。

保護者からのメッセージ保護者からのメッセージ

今後の対戦予定

7月14日（土）に仙台市学童野球大会
が開催されます。応援お願いします！

「交流の場」を楽しみにしている保護者たち

　子どもたちには前を向いて頑張って
もらいたい。中野小学校を卒業した子ど
もたち、社会人になったかつての子
どもたちも「中野スパローズ」、野
球を通じて交流が続いている。地
域の皆さんのつながり、交流が
今後も続いていけばいいな
あ。続くと思います！

観る者に力を与えてくれる、選手たちの一生懸命なプレイ

広大ではありません
が、チームにとって

は貴重な練習場所で
す

　大会では、いろんな人と顔見知りになる。将
来どこでプレイしようとも野球人としての輪
を広げて、そこからのつながりを大事にして
欲しい。全校生徒が少ない中で、中野小の
スパローズ入団比率は高い。頑張って
るんです。

　昨年の4月半ば、チームの存続について保護者たちと話し合ったんで
す。何人が戻って来るかなあ、どうなるのかなあと不安だったけど、「こ
れからも続けていこう！　やりましょう！」となったんです。40年近
く続いているチームだから、蒲生で楽しく野球をやらせたいです。今後の
練習場所は和田集会所裏に移ると思います。あとは、ある程度人数が欲しい
ですね。大きな目標は7月14日の仙台市学童野球大会。ここで、まずはひとつ勝
ちたい。これからも中野小学校のシンボル的存在として頑張っていきたい。是
非応援してください。
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春季大会では本来は認められていませんが練習着や不揃いの服装で出場。
バットなどの道具は、神奈川県などから寄贈されました。現在、練習場所で
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粘り強いチームにしたい。
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齋藤 高君（5年）
いっぱい大会で優勝して、
エラーしないで頑張る

佐藤 真洸君（5年）
チームの皆を引っ張っていきたい。
頑張ります！

須賀 頼寿君（5年）
ピッチャー、キャッチャー両方
出来るように頑張ります！

菅野 友雅君（4年）
打てて守れて、チームを引っ張って
いけるような選手になりたい

丹野 雄真君（4年）
セカンドで出来るだけエラーを
しないようにしたい

阿部 怜桜君（4年）
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ローズ」として活動出来るようになったのだ
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齋藤夏恵さん
子どもを中野小学校に通わせたいから仙

台港背後地6号公園仮設住宅に入居する

ことにしたの。私たち保護者にとっても、
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危ない」など、

注意されたりで、なかなか行き場がないよね。のびのびと練
習出来るところ

が欲しいです。震災直後は野球が出来るとは思わなかったけ
ど、段々と欲が

出てきたんだね。

小野一徳さん（チーム創設時のメンバー）
お父さん同士、主に勝ったときは…
負けても飲みに行くけどね。そう
いった場では、普段話せないことも
飲んだ勢いで吐き出せたりできる
のが良いよね。平野監督は大変な状
況の子どもたちを気遣ってくれた
と思います。

保護者からのメッセージ保護者からのメッセージ

今後の対戦予定

7月14日（土）に仙台市学童野球大会
が開催されます。応援お願いします！

「交流の場」を楽しみにしている保護者たち

　子どもたちには前を向いて頑張って
もらいたい。中野小学校を卒業した子ど
もたち、社会人になったかつての子
どもたちも「中野スパローズ」、野
球を通じて交流が続いている。地
域の皆さんのつながり、交流が
今後も続いていけばいいな
あ。続くと思います！

観る者に力を与えてくれる、選手たちの一生懸命なプレイ

広大ではありません
が、チームにとって

は貴重な練習場所で
す

　大会では、いろんな人と顔見知りになる。将
来どこでプレイしようとも野球人としての輪
を広げて、そこからのつながりを大事にして
欲しい。全校生徒が少ない中で、中野小の
スパローズ入団比率は高い。頑張って
るんです。

　昨年の4月半ば、チームの存続について保護者たちと話し合ったんで
す。何人が戻って来るかなあ、どうなるのかなあと不安だったけど、「こ
れからも続けていこう！　やりましょう！」となったんです。40年近
く続いているチームだから、蒲生で楽しく野球をやらせたいです。今後の
練習場所は和田集会所裏に移ると思います。あとは、ある程度人数が欲しい
ですね。大きな目標は7月14日の仙台市学童野球大会。ここで、まずはひとつ勝
ちたい。これからも中野小学校のシンボル的存在として頑張っていきたい。是
非応援してください。
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◀「かさ上げ道路はいつ出来るの
か？」「岡田地区に復興住宅は出
来るのか？」など、質疑応答に多
くの時間が割かれました

◀南蒲生に対する愛着があるからこそ、多
数の意見が出されます

◀（左から）栄喜さん、
榮さん、正代さん、
とよみさん。なかな
か会えない地域の
皆さんに対して、榮
さんは言葉の代わり
に最高の笑顔で応
えてくれました

5 4

集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まいだった方は今、お住
まいの再建に向けて地域ごとに話し合いを進めています。このコーナー
では、それぞれの団体で話し合われている内容についてお知らせします。

新浜住民の心の復興、迅速
な情報提供、今後も新浜に
住み続けられる地域づくり、
移転を決断した仲間を尊重
する、といった活動方針に
沿って運営しています。
 

中野小学校区復興対策委員会

新浜復興の会

５月13日（日） 第2回町内会全体報告会
内　容

当日の様子 市側からは、「新浜の皆さんが描く具体的なまちづく
り案を提示してほしい」という話がありました。また、
住民側からは「災害危険区域外も区域内と同様の支
援が欲しい、住民の複雑な心情を理解して欲しい」
という要望や意見が出ていました。

みらいん編集部

取材ダイアリー 4月
みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

第2回 阿部とよみさんご一家（岡田・鍋沼）

南蒲生町内会の復興部は、個々の
生活再建と南蒲生の復興を迅速
に進めるために、町内会から権限
の委譲を受けて、独自の復興まち
づくり計画を策定し、市への提案
を行っています。

南蒲生復興部

５月９日（水）
第12回事務局・第4回全体会議
内　容

当日の様子 「初回だし、もっと簡単にしたらどうか」「いやいや、今
後を考えて必要な施設などを打ち出していく上で、各
世代の人数を把握するのは重要だ」「再建、移転を検
討中の人がどちら寄りなのか、なるべく示してもらえる
ようにしよう」など、さまざまな意見が出されました。

●南蒲生地区の土地利用や事業手法を検討する
上で、必要な条件を把握するための「まちづくり
意向調査アンケート（案）」の設問の精査を行う

●5月8日に市へ提出した要望書の内容説明
●津波シミュレーションの説明
●今後のスケジュール（グループ分けをしての
意見交換、アンケートの実施など）

５月６日（日） 第20回中野小学校区復興対策委員会
報告事項 〈4町内会から〉

●港 ： 4月15日にお花見会と市からの説明会をもち、
100人以上が集まった。移転候補地として田子を検
討中

●蒲生 ： 市から提供された資料をもとに移転候補地
の情報をまとめ、町内会全家庭へ送付

●和田 ： 住民意見交換の場を3ヵ月に1度設けること
になり、4月22日に第1回集会をもった。次回は7月
15日（日）13:00～、高砂市民センター

●西原 ： 4月22日に西原町内会と鶴巻仮設自治会共
催でお花見会を行い、100人ほどが参加

〈その他〉
●中野小学校運動会が6月2日（土）に開催される予定
　会場：中野栄小学校、時間：未定
　各仮設住宅（仙台港背後地6号公園、高砂1丁目公
園、鶴巻1丁目東公園）を巡るバスを手配し、1人でも
多くの住民が参加できるように配慮する

当日の様子 和田町内会第1回意見交換会で住民から寄せられた
質問について、仙台市からその場で回答がありまし
た。具体的に、復興公営住宅へのエレベーター設置の
有無については、集合住宅タイプは中層程度になるた
め設置有。借地に関するさまざまな質問事項について
は、紙にしないと住民の皆さんが分かりにくいというこ
とでQ&A形式の資料で提示することを検討。また、4
月末までの個別相談で示されたQ&Aについては、現
在まとめにはいっており、皆さんへ送付準備中というこ
とが確認されました。なお、プレハブ仮設住宅に空き
が出た場合の新たな世帯の入居については、国から
通達されている内容を再確認し後日回答されることに
なりました。

●復旧・復興（集団移転）について鈴木復興事業監から
報告
● 県道塩釜・亘理線のかさ上げ費が認められないと
復興計画の根本にかかわるため、県と共に何とし
ても国に認めてもらうよう努める

●約2400世帯（住居以外に不動産所有者も対象）へ
申出書提出を依頼し、5月2日現在提出された世帯
は54%、実際に居住していた1600世帯を対象に
すると申出書回答率は62%

●5月中に仙台市全体でひとつの防災集団移転促進
事業計画を国土交通大臣に提出予定

中野地区4町内会（港・蒲生・西原・和田）が一丸となり、
復興に向けた活動を行っています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現在は
借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方々にリ
レー形式でご登場いただきます。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

まちの語り場

一家全員無事だったのが何より
　阿部とよみさんは現在、夫の栄喜さん、義父母の榮さん、正代さんと4
人で福田町の借り上げ民間賃貸住宅に住んでいます。震災当日、4人は
鍋沼の自宅で被災し、車で一緒に避難するも、波に追われて産業道路近
くの立体駐車場へ逃げ込みました。水が引いてから、足の悪い榮さんを
栄喜さんがおぶって一番近い避難場所の鶴巻小学校へ移り、20日間ほ
どを過ごしました。震災前に同居間近だった長男の勝さん一家は、勝さ
んの職場に近い多賀城市に離れて暮らします。逃げる途中で人助けをし
て津波に襲われてしまった次男の洋也さんでしたが、七ヶ浜町で家族と
元気に暮らしています。遠く神奈川県から家族を心配した三男の昌公さ
んも元気に仕事に励んでいます。

いつでも遊びに来てください
　榮さんと正代さんはなかなか外出ができず寂しい日々でしたが、最
近、正代さんは専能寺で毎月13日に行われる常例仏教婦人部に顔を出
して知人とのお喋りを、榮さんは週2回利用するデイサービスをそれぞ
れ楽しみにしています。
　今後について、栄喜さんは「ずんつぁん、どうすんの？　ばあちゃん
は？」と、鍋沼を愛する高齢の両親を気遣いながら問いかけますが、若い
長男夫婦や孫のことを想うと決めかねています。とよみさんも「土地も高
いし、どうしたらいいものだか。とにかく早く家族皆で住めたらいいなっ
て思います」と胸の内を語り、「ばあちゃんとじいちゃんが居るから、いつ
でもお茶飲みに来てください」と、地域の皆さんへ呼びかけました。

わたしの近況報告

次回は阿部さんご夫妻から紹介された中野地区の方に登場いただ
く予定です

24日（火）「つぎはぎすっぺっちゃ」
（南城道田）

1日（日） 岡田味噌加工施設が
稼働開始 （岡田味噌加工施設）

　岡田地区の農家で組
織する岡田生産組合が
生産・販売する「岡田味
噌」。震災によりもとの加
工場は全壊しましたが、
JA仙台が土地を貸して
新たな加工施設を建設。

今年1月の上棟式、3月末の落成式と試運転を経て、岡田味噌
加工施設が4月から稼働し始めました。実際に作業を担当す
る同組合加工班の女性たちは、新しい機械を前にお互いに声
をかけ合いながら約1年ぶりの感覚を取り戻し、再び皆で作
業できる喜びが表情に表れていました。既に仕込みが完了
し、晩秋の販売が待たれます。

　南蒲生・南城道田の庄司
恵子さん宅敷地内の蔵を利
用した、ご近所の皆さんの拠
り所が出来上がりました。皆
さん手作りのバッグやポー
チが並べられた居心地の良
い空間。恵子さんは「皆で集
まってしゃべったり縫い物す
る場だから、自由に来てお
茶っこ飲みに来てけらいん」
と話します。蔵の中はひんや
りと涼しく、これからの季節
は快適そうです。

さかえ

まさひろ

問い合わせ先：代表 遠藤芳広 090-2020-4002
世 話 人 会：毎週土曜日18：00～ 
 福田町南1丁目公園仮設住宅集会所

問い合わせ先：代表 芳賀正 090-4042-9464
事務局会議：毎週水曜日18：30～
 岡田西町公園仮設住宅集会所
住民説明報告会：毎月最終日曜日 岡田会館

問い合わせ先： 委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議： 毎月第1、第3日曜日16:00～
 鶴巻1丁目東公園仮設住宅集会所
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当日の様子 市側からは、「新浜の皆さんが描く具体的なまちづく
り案を提示してほしい」という話がありました。また、
住民側からは「災害危険区域外も区域内と同様の支
援が欲しい、住民の複雑な心情を理解して欲しい」
という要望や意見が出ていました。

みらいん編集部

取材ダイアリー 4月
みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

第2回 阿部とよみさんご一家（岡田・鍋沼）

南蒲生町内会の復興部は、個々の
生活再建と南蒲生の復興を迅速
に進めるために、町内会から権限
の委譲を受けて、独自の復興まち
づくり計画を策定し、市への提案
を行っています。

南蒲生復興部

５月９日（水）
第12回事務局・第4回全体会議
内　容

当日の様子 「初回だし、もっと簡単にしたらどうか」「いやいや、今
後を考えて必要な施設などを打ち出していく上で、各
世代の人数を把握するのは重要だ」「再建、移転を検
討中の人がどちら寄りなのか、なるべく示してもらえる
ようにしよう」など、さまざまな意見が出されました。

●南蒲生地区の土地利用や事業手法を検討する
上で、必要な条件を把握するための「まちづくり
意向調査アンケート（案）」の設問の精査を行う

●5月8日に市へ提出した要望書の内容説明
●津波シミュレーションの説明
●今後のスケジュール（グループ分けをしての
意見交換、アンケートの実施など）

５月６日（日） 第20回中野小学校区復興対策委員会
報告事項 〈4町内会から〉

●港 ： 4月15日にお花見会と市からの説明会をもち、
100人以上が集まった。移転候補地として田子を検
討中

●蒲生 ： 市から提供された資料をもとに移転候補地
の情報をまとめ、町内会全家庭へ送付

●和田 ： 住民意見交換の場を3ヵ月に1度設けること
になり、4月22日に第1回集会をもった。次回は7月
15日（日）13:00～、高砂市民センター

●西原 ： 4月22日に西原町内会と鶴巻仮設自治会共
催でお花見会を行い、100人ほどが参加

〈その他〉
●中野小学校運動会が6月2日（土）に開催される予定
　会場：中野栄小学校、時間：未定
　各仮設住宅（仙台港背後地6号公園、高砂1丁目公
園、鶴巻1丁目東公園）を巡るバスを手配し、1人でも
多くの住民が参加できるように配慮する

当日の様子 和田町内会第1回意見交換会で住民から寄せられた
質問について、仙台市からその場で回答がありまし
た。具体的に、復興公営住宅へのエレベーター設置の
有無については、集合住宅タイプは中層程度になるた
め設置有。借地に関するさまざまな質問事項について
は、紙にしないと住民の皆さんが分かりにくいというこ
とでQ&A形式の資料で提示することを検討。また、4
月末までの個別相談で示されたQ&Aについては、現
在まとめにはいっており、皆さんへ送付準備中というこ
とが確認されました。なお、プレハブ仮設住宅に空き
が出た場合の新たな世帯の入居については、国から
通達されている内容を再確認し後日回答されることに
なりました。

●復旧・復興（集団移転）について鈴木復興事業監から
報告
● 県道塩釜・亘理線のかさ上げ費が認められないと
復興計画の根本にかかわるため、県と共に何とし
ても国に認めてもらうよう努める

●約2400世帯（住居以外に不動産所有者も対象）へ
申出書提出を依頼し、5月2日現在提出された世帯
は54%、実際に居住していた1600世帯を対象に
すると申出書回答率は62%

●5月中に仙台市全体でひとつの防災集団移転促進
事業計画を国土交通大臣に提出予定

中野地区4町内会（港・蒲生・西原・和田）が一丸となり、
復興に向けた活動を行っています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現在は
借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方々にリ
レー形式でご登場いただきます。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

まちの語り場

一家全員無事だったのが何より
　阿部とよみさんは現在、夫の栄喜さん、義父母の榮さん、正代さんと4
人で福田町の借り上げ民間賃貸住宅に住んでいます。震災当日、4人は
鍋沼の自宅で被災し、車で一緒に避難するも、波に追われて産業道路近
くの立体駐車場へ逃げ込みました。水が引いてから、足の悪い榮さんを
栄喜さんがおぶって一番近い避難場所の鶴巻小学校へ移り、20日間ほ
どを過ごしました。震災前に同居間近だった長男の勝さん一家は、勝さ
んの職場に近い多賀城市に離れて暮らします。逃げる途中で人助けをし
て津波に襲われてしまった次男の洋也さんでしたが、七ヶ浜町で家族と
元気に暮らしています。遠く神奈川県から家族を心配した三男の昌公さ
んも元気に仕事に励んでいます。

いつでも遊びに来てください
　榮さんと正代さんはなかなか外出ができず寂しい日々でしたが、最
近、正代さんは専能寺で毎月13日に行われる常例仏教婦人部に顔を出
して知人とのお喋りを、榮さんは週2回利用するデイサービスをそれぞ
れ楽しみにしています。
　今後について、栄喜さんは「ずんつぁん、どうすんの？　ばあちゃん
は？」と、鍋沼を愛する高齢の両親を気遣いながら問いかけますが、若い
長男夫婦や孫のことを想うと決めかねています。とよみさんも「土地も高
いし、どうしたらいいものだか。とにかく早く家族皆で住めたらいいなっ
て思います」と胸の内を語り、「ばあちゃんとじいちゃんが居るから、いつ
でもお茶飲みに来てください」と、地域の皆さんへ呼びかけました。

わたしの近況報告

次回は阿部さんご夫妻から紹介された中野地区の方に登場いただ
く予定です

24日（火）「つぎはぎすっぺっちゃ」
（南城道田）

1日（日） 岡田味噌加工施設が
稼働開始 （岡田味噌加工施設）

　岡田地区の農家で組
織する岡田生産組合が
生産・販売する「岡田味
噌」。震災によりもとの加
工場は全壊しましたが、
JA仙台が土地を貸して
新たな加工施設を建設。

今年1月の上棟式、3月末の落成式と試運転を経て、岡田味噌
加工施設が4月から稼働し始めました。実際に作業を担当す
る同組合加工班の女性たちは、新しい機械を前にお互いに声
をかけ合いながら約1年ぶりの感覚を取り戻し、再び皆で作
業できる喜びが表情に表れていました。既に仕込みが完了
し、晩秋の販売が待たれます。

　南蒲生・南城道田の庄司
恵子さん宅敷地内の蔵を利
用した、ご近所の皆さんの拠
り所が出来上がりました。皆
さん手作りのバッグやポー
チが並べられた居心地の良
い空間。恵子さんは「皆で集
まってしゃべったり縫い物す
る場だから、自由に来てお
茶っこ飲みに来てけらいん」
と話します。蔵の中はひんや
りと涼しく、これからの季節
は快適そうです。

さかえ

まさひろ

問い合わせ先：代表 遠藤芳広 090-2020-4002
世 話 人 会：毎週土曜日18：00～ 
 福田町南1丁目公園仮設住宅集会所

問い合わせ先：代表 芳賀正 090-4042-9464
事務局会議：毎週水曜日18：30～
 岡田西町公園仮設住宅集会所
住民説明報告会：毎月最終日曜日 岡田会館

問い合わせ先： 委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議： 毎月第1、第3日曜日16:00～
 鶴巻1丁目東公園仮設住宅集会所
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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方
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取材：神田航平＠東北大学、木皿菜々＠宮城大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「蒲生鍋沼の心の拠り所　専能寺」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

津波によって倒された墓石がそのままになっている場
所も一部残っています

専能寺の前坊守、足利邦子さん（写真左）。門徒の方々と
一緒に、震災後の活動などを話してくださいました

毎月13日に開かれている常例法座。全国各地から講師が
訪れます。昨年4月 13日には早くも再開できました
（写真は今年5月 13日の様子）

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園 6月22 日（金）10：00～   7月 4  日（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園 7月 4  日（水）13：15～▼福田町南1丁目公園 6月18 日（月）10：00～   7月 2  日（月）10：00～▼岡田西町公園 6月28 日（木）10：00～▼港南西公園 7月 6  日（金）10：00～▼仙台港背後地6号公園 6月20 日（水）10：00～▼扇町1丁目公園 6月15 日（金）13：30～▼扇町4丁目公園 6月13 日（水）10：00～　問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康課健康増進係

仮設住宅出前講座
高砂市民センター

が、宮城野区内の
仮設住宅でさまざ

ま

な講座を開いてい
ます。

対象  対象の仮設住宅に
お住まいの方

内容  押し花でオリジナル
うちわを作りましょう

時・所  6月16日（土）13：0
0～高砂1丁目公園

　　6月23日（土）1
3：00～仙台港背後

地6号公園

内容  お顔リフレッシュ②（
お顔のマッサージな

ど）

時・所  6月29日（金）10：0
0～岡田西町公園

内容  ひさしぶりにごいっ
しょしましょ（おしゃべ

り会）

時・所  7月5日（木）13：00
～仙台港背後地6号

公園

問  022-258-1010高砂
市民センター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。相談無料。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（6月10日～7月10日　9：30～15：00）
▼田子市民センター（毎週金曜日）
　6月15日、22日、29日、7月6日
▼中央市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
▼東部市民センター（毎週水曜日）
　6月13日、20日、27日、7月4日
▼高砂市民センター（毎週木曜日）
　6月14日、21日、28日、7月5日
▼福室市民センター（毎週火曜日）
　6月12日、19日、26日、7月3日、10日
▼榴ヶ岡市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
※常設の「支えあいセンターみやぎの」もご利用ください
住所  宮城野区原町3-5-32　コーポゼン1F　022-292-0990
（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：30～15：00、
休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

バラ園見学バスツアー参加者募集
　みやぎ生協仙塩ボランティアセンターが、被災地応援
企画として、登米市迫町のバラ園見学＆花摘み体験バス
ツアーを企画します。バラの香りに包まれて、からだと心
をリフレッシュしましょう。
対象  東日本大震災で被災された方
時  7月9日（月）8：30仙台駅西口バスプール出発（15：00
仙台駅着予定）
内容  フリーリアバラ園見学など
参加費  500円（昼食費含む）
定員  40名 ※お子様は座席の都合上ご遠慮ください
申込方法  お名前・住所・電話番号をご記入の上、はがき・
FAX・メールのいずれかで申込ください（1通あたり2名まで）
申込締切  6月25日（月）※応募多数の場合抽選。結果はハガ
キで連絡
問・申  みやぎ生協生活文化部 　仙塩ボランティアセンター
（八島）　〒981-3194　泉区八乙女4-2-2
022-218-5331、FAX022-218-5945
Eメール：sn.mvc_sendai@todock.jp
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東部地域における住宅宅地再建のための支援方策
仙台市では津波により被災した東部地域において、①移転対象地区（災害危険区域）から安全な地域への移転、②防災施設整
備後も浸水が予測される地域の宅地防災対策等を促進するための支援制度を整備しました。

申請方法  対象の方に別途郵送でお知らせします
問  ●印に関して／022-214-8805　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　移転推進課
 ○印に関して／022-214-8032　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　事業調整課

対　象

支援内容

①災害危険区域 ②浸水が予測される地域

防災集団移転
市街化区域に単独移転／
農業・漁業従事者の
市街化調整区域移転

現地再建
市街化区域に移転／農業・
漁業従事者または５戸以上に
よる市街化調整区域移転

被災宅地の買取 ● ● × ×
住居移転に伴う費用（引っ越し費用及び従前
建物取り壊し費用） ● ● × ○※

移転再建資金借入利子相当額助成 ● ● × ○※
移転先土地借地料の長期間免除 ● × × ×
盛土・嵩上げ等宅地防災工事費用一部助成 × × ○※ ×

以上は制度創設前に住宅・宅地を移転・再建した場合についてもさかのぼって適用します ※＝10年間の時限措置

震災で汚れた写真の洗浄をしています
泥や海水で汚れた写真はありませんか？　仙台市内で活

動する震災復興ボランティア団体「おもいでかえる」が、

写真をきれいに洗浄してお返しします。
【ボランティアも同時募集】写真に興味のある方、写真洗浄のボランティアをしません

か？　お気軽にお問い合わせください。
問  070-5473-3585おもいでかえる（金谷、千葉）

被災者を狙ったヤミ金融にご注意くださいヤミ金融は①携帯電話やダイレクトメールなどで勧誘し、
法外な高金利で貸し付けします②被災者を狙ってやさし
い応対で誘いますが、取り立ては執拗です。申込む前に、
貸金業の登録業者かを確認し、あやしいと思ったら情報窓口にご相談ください。東北財務局では、貸金業の登録確認やヤミ金融に関する相談を受け付けています。情報窓口・連絡先  022-721-7078東北財務局金融監督第三課（仙台市青葉区本町3-3-1仙台合同庁舎4階）月～金曜日9：00～17：45（祝日・年末年始除く）

わかちあいの会＆子どものための
ワンデイプログラム
　大切な人を亡くしたご遺族同士が、悲しみや怒り、つ
らい気持ちなどを語り合う会です。参加無料。

【大人向けプログラム】「わかちあいの会」（予約不要）
対象  大切な人を亡くされた方ならどなたでも
時  6月16日（土）14：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  ご遺族同士の話し合いの会です

【子ども向けプログラム】「ワンデイプログラム」（要予約）
対象  親や兄弟など大切な人を亡くした幼児から中学生まで
の子どもならどなたでも
時  6月16日（土）13：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  お話やゲームなどで楽しい時間を過ごします。つらい
気持ちを友だちと分かち合うこともできます

申・問  070-5548-2186仙台グリーフケア研究会事務局
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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取材：神田航平＠東北大学、木皿菜々＠宮城大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「蒲生鍋沼の心の拠り所　専能寺」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

津波によって倒された墓石がそのままになっている場
所も一部残っています

専能寺の前坊守、足利邦子さん（写真左）。門徒の方々と
一緒に、震災後の活動などを話してくださいました

毎月13日に開かれている常例法座。全国各地から講師が
訪れます。昨年4月 13日には早くも再開できました
（写真は今年5月 13日の様子）

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園 6月22 日（金）10：00～   7月 4  日（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園 7月 4  日（水）13：15～▼福田町南1丁目公園 6月18 日（月）10：00～   7月 2  日（月）10：00～▼岡田西町公園 6月28 日（木）10：00～▼港南西公園 7月 6  日（金）10：00～▼仙台港背後地6号公園 6月20 日（水）10：00～▼扇町1丁目公園 6月15 日（金）13：30～▼扇町4丁目公園 6月13 日（水）10：00～　問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康課健康増進係

仮設住宅出前講座
高砂市民センター

が、宮城野区内の
仮設住宅でさまざ

ま

な講座を開いてい
ます。

対象  対象の仮設住宅に
お住まいの方

内容  押し花でオリジナル
うちわを作りましょう

時・所  6月16日（土）13：0
0～高砂1丁目公園

　　6月23日（土）1
3：00～仙台港背後

地6号公園

内容  お顔リフレッシュ②（
お顔のマッサージな

ど）

時・所  6月29日（金）10：0
0～岡田西町公園

内容  ひさしぶりにごいっ
しょしましょ（おしゃべ

り会）

時・所  7月5日（木）13：00
～仙台港背後地6号

公園

問  022-258-1010高砂
市民センター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。相談無料。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（6月10日～7月10日　9：30～15：00）
▼田子市民センター（毎週金曜日）
　6月15日、22日、29日、7月6日
▼中央市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
▼東部市民センター（毎週水曜日）
　6月13日、20日、27日、7月4日
▼高砂市民センター（毎週木曜日）
　6月14日、21日、28日、7月5日
▼福室市民センター（毎週火曜日）
　6月12日、19日、26日、7月3日、10日
▼榴ヶ岡市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
※常設の「支えあいセンターみやぎの」もご利用ください
住所  宮城野区原町3-5-32　コーポゼン1F　022-292-0990
（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：30～15：00、
休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

バラ園見学バスツアー参加者募集
　みやぎ生協仙塩ボランティアセンターが、被災地応援
企画として、登米市迫町のバラ園見学＆花摘み体験バス
ツアーを企画します。バラの香りに包まれて、からだと心
をリフレッシュしましょう。
対象  東日本大震災で被災された方
時  7月9日（月）8：30仙台駅西口バスプール出発（15：00
仙台駅着予定）
内容  フリーリアバラ園見学など
参加費  500円（昼食費含む）
定員  40名 ※お子様は座席の都合上ご遠慮ください
申込方法  お名前・住所・電話番号をご記入の上、はがき・
FAX・メールのいずれかで申込ください（1通あたり2名まで）
申込締切  6月25日（月）※応募多数の場合抽選。結果はハガ
キで連絡
問・申  みやぎ生協生活文化部 　仙塩ボランティアセンター
（八島）　〒981-3194　泉区八乙女4-2-2
022-218-5331、FAX022-218-5945
Eメール：sn.mvc_sendai@todock.jp
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東部地域における住宅宅地再建のための支援方策
仙台市では津波により被災した東部地域において、①移転対象地区（災害危険区域）から安全な地域への移転、②防災施設整
備後も浸水が予測される地域の宅地防災対策等を促進するための支援制度を整備しました。

申請方法  対象の方に別途郵送でお知らせします
問  ●印に関して／022-214-8805　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　移転推進課
 ○印に関して／022-214-8032　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　事業調整課

対　象

支援内容

①災害危険区域 ②浸水が予測される地域

防災集団移転
市街化区域に単独移転／
農業・漁業従事者の
市街化調整区域移転

現地再建
市街化区域に移転／農業・
漁業従事者または５戸以上に
よる市街化調整区域移転

被災宅地の買取 ● ● × ×
住居移転に伴う費用（引っ越し費用及び従前
建物取り壊し費用） ● ● × ○※

移転再建資金借入利子相当額助成 ● ● × ○※
移転先土地借地料の長期間免除 ● × × ×
盛土・嵩上げ等宅地防災工事費用一部助成 × × ○※ ×

以上は制度創設前に住宅・宅地を移転・再建した場合についてもさかのぼって適用します ※＝10年間の時限措置

震災で汚れた写真の洗浄をしています
泥や海水で汚れた写真はありませんか？　仙台市内で活

動する震災復興ボランティア団体「おもいでかえる」が、

写真をきれいに洗浄してお返しします。
【ボランティアも同時募集】写真に興味のある方、写真洗浄のボランティアをしません

か？　お気軽にお問い合わせください。
問  070-5473-3585おもいでかえる（金谷、千葉）

被災者を狙ったヤミ金融にご注意くださいヤミ金融は①携帯電話やダイレクトメールなどで勧誘し、
法外な高金利で貸し付けします②被災者を狙ってやさし
い応対で誘いますが、取り立ては執拗です。申込む前に、
貸金業の登録業者かを確認し、あやしいと思ったら情報窓口にご相談ください。東北財務局では、貸金業の登録確認やヤミ金融に関する相談を受け付けています。情報窓口・連絡先  022-721-7078東北財務局金融監督第三課（仙台市青葉区本町3-3-1仙台合同庁舎4階）月～金曜日9：00～17：45（祝日・年末年始除く）

わかちあいの会＆子どものための
ワンデイプログラム
　大切な人を亡くしたご遺族同士が、悲しみや怒り、つ
らい気持ちなどを語り合う会です。参加無料。

【大人向けプログラム】「わかちあいの会」（予約不要）
対象  大切な人を亡くされた方ならどなたでも
時  6月16日（土）14：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  ご遺族同士の話し合いの会です

【子ども向けプログラム】「ワンデイプログラム」（要予約）
対象  親や兄弟など大切な人を亡くした幼児から中学生まで
の子どもならどなたでも
時  6月16日（土）13：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  お話やゲームなどで楽しい時間を過ごします。つらい
気持ちを友だちと分かち合うこともできます

申・問  070-5548-2186仙台グリーフケア研究会事務局
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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南
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地
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専
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寺
と
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お
寺
が
あ
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す
。
浄
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本
願
寺
派
の
お
寺
で
、
門

徒
は
八
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帯
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ど
。
四
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年
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り
の
歴

史
を
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つ
由
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あ
る
お
寺
で
す
。
こ
の
お

寺
も
地
震
や
大
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
発
生
時
、
寺
の

前
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で
あ
る
足
利
邦
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さ
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昼
食
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と
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て
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ま
し
た
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邦
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さ
ん
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近
所
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方
の
お
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ん
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ら
「
大
津
波
が

来
る
か
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逃
げ
よ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
信
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ら
れ
ず
、
残
っ
て
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寺
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裏
手
に

あ
る
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墓
の
被
害
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況
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
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後
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の
県
道
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近
か
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「
津
波
が
来
て
る
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！
」
と
い
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叫
び
声

を
聞
き
、
す
ぐ
さ
ま
門
徒
会
館
の
二
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へ

と
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
一

階
の
勝
手
口
か
ら
ド
ー
ッ
！
　
と
い
う
音

を
立
て
て
海
水
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
し
た

が
、
間
一
髪
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
地
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で
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波
で
流
さ
れ
、

境
内
に
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る
銅
像
も
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元
か
ら
ひ
ん
曲
が

り
ま
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た
。
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石
も
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、
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徒
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は
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さ
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松
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、
大
量
の
土
砂
な
ど
が
入
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、
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中
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に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
震
災
後
、
現
住
職
で
あ
る

足
利
一も
と

之ゆ
き

さ
ん
と
坊
守
の
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、
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っ
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よ
」
と
光
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射
す
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を
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、
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て
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。
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仏
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茶
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茶
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。
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。
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受
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会
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催

地
域
の
方
の
心
の
拠
り
所
に

取材：神田航平＠東北大学、木皿菜々＠宮城大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「蒲生鍋沼の心の拠り所　専能寺」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

津波によって倒された墓石がそのままになっている場
所も一部残っています

専能寺の前坊守、足利邦子さん（写真左）。門徒の方々と
一緒に、震災後の活動などを話してくださいました

毎月13日に開かれている常例法座。全国各地から講師が
訪れます。昨年4月 13日には早くも再開できました
（写真は今年5月 13日の様子）

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園 6月22 日（金）10：00～   7月 4  日（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園 7月 4  日（水）13：15～▼福田町南1丁目公園 6月18 日（月）10：00～   7月 2  日（月）10：00～▼岡田西町公園 6月28 日（木）10：00～▼港南西公園 7月 6  日（金）10：00～▼仙台港背後地6号公園 6月20 日（水）10：00～▼扇町1丁目公園 6月15 日（金）13：30～▼扇町4丁目公園 6月13 日（水）10：00～　問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康課健康増進係

仮設住宅出前講座
高砂市民センター

が、宮城野区内の
仮設住宅でさまざ

ま

な講座を開いてい
ます。

対象  対象の仮設住宅に
お住まいの方

内容  押し花でオリジナル
うちわを作りましょう

時・所  6月16日（土）13：0
0～高砂1丁目公園

　　6月23日（土）1
3：00～仙台港背後

地6号公園

内容  お顔リフレッシュ②（
お顔のマッサージな

ど）

時・所  6月29日（金）10：0
0～岡田西町公園

内容  ひさしぶりにごいっ
しょしましょ（おしゃべ

り会）

時・所  7月5日（木）13：00
～仙台港背後地6号

公園

問  022-258-1010高砂
市民センター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。相談無料。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（6月10日～7月10日　9：30～15：00）
▼田子市民センター（毎週金曜日）
　6月15日、22日、29日、7月6日
▼中央市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
▼東部市民センター（毎週水曜日）
　6月13日、20日、27日、7月4日
▼高砂市民センター（毎週木曜日）
　6月14日、21日、28日、7月5日
▼福室市民センター（毎週火曜日）
　6月12日、19日、26日、7月3日、10日
▼榴ヶ岡市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
※常設の「支えあいセンターみやぎの」もご利用ください
住所  宮城野区原町3-5-32　コーポゼン1F　022-292-0990
（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：30～15：00、
休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

バラ園見学バスツアー参加者募集
　みやぎ生協仙塩ボランティアセンターが、被災地応援
企画として、登米市迫町のバラ園見学＆花摘み体験バス
ツアーを企画します。バラの香りに包まれて、からだと心
をリフレッシュしましょう。
対象  東日本大震災で被災された方
時  7月9日（月）8：30仙台駅西口バスプール出発（15：00
仙台駅着予定）
内容  フリーリアバラ園見学など
参加費  500円（昼食費含む）
定員  40名 ※お子様は座席の都合上ご遠慮ください
申込方法  お名前・住所・電話番号をご記入の上、はがき・
FAX・メールのいずれかで申込ください（1通あたり2名まで）
申込締切  6月25日（月）※応募多数の場合抽選。結果はハガ
キで連絡
問・申  みやぎ生協生活文化部 　仙塩ボランティアセンター
（八島）　〒981-3194　泉区八乙女4-2-2
022-218-5331、FAX022-218-5945
Eメール：sn.mvc_sendai@todock.jp

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

東部地域における住宅宅地再建のための支援方策
仙台市では津波により被災した東部地域において、①移転対象地区（災害危険区域）から安全な地域への移転、②防災施設整
備後も浸水が予測される地域の宅地防災対策等を促進するための支援制度を整備しました。

申請方法  対象の方に別途郵送でお知らせします
問  ●印に関して／022-214-8805　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　移転推進課
 ○印に関して／022-214-8032　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　事業調整課

対　象

支援内容

①災害危険区域 ②浸水が予測される地域

防災集団移転
市街化区域に単独移転／
農業・漁業従事者の
市街化調整区域移転

現地再建
市街化区域に移転／農業・
漁業従事者または５戸以上に
よる市街化調整区域移転

被災宅地の買取 ● ● × ×
住居移転に伴う費用（引っ越し費用及び従前
建物取り壊し費用） ● ● × ○※

移転再建資金借入利子相当額助成 ● ● × ○※
移転先土地借地料の長期間免除 ● × × ×
盛土・嵩上げ等宅地防災工事費用一部助成 × × ○※ ×

以上は制度創設前に住宅・宅地を移転・再建した場合についてもさかのぼって適用します ※＝10年間の時限措置

震災で汚れた写真の洗浄をしています
泥や海水で汚れた写真はありませんか？　仙台市内で活

動する震災復興ボランティア団体「おもいでかえる」が、

写真をきれいに洗浄してお返しします。
【ボランティアも同時募集】写真に興味のある方、写真洗浄のボランティアをしません

か？　お気軽にお問い合わせください。
問  070-5473-3585おもいでかえる（金谷、千葉）

被災者を狙ったヤミ金融にご注意くださいヤミ金融は①携帯電話やダイレクトメールなどで勧誘し、
法外な高金利で貸し付けします②被災者を狙ってやさし
い応対で誘いますが、取り立ては執拗です。申込む前に、
貸金業の登録業者かを確認し、あやしいと思ったら情報窓口にご相談ください。東北財務局では、貸金業の登録確認やヤミ金融に関する相談を受け付けています。情報窓口・連絡先  022-721-7078東北財務局金融監督第三課（仙台市青葉区本町3-3-1仙台合同庁舎4階）月～金曜日9：00～17：45（祝日・年末年始除く）

わかちあいの会＆子どものための
ワンデイプログラム
　大切な人を亡くしたご遺族同士が、悲しみや怒り、つ
らい気持ちなどを語り合う会です。参加無料。

【大人向けプログラム】「わかちあいの会」（予約不要）
対象  大切な人を亡くされた方ならどなたでも
時  6月16日（土）14：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  ご遺族同士の話し合いの会です

【子ども向けプログラム】「ワンデイプログラム」（要予約）
対象  親や兄弟など大切な人を亡くした幼児から中学生まで
の子どもならどなたでも
時  6月16日（土）13：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  お話やゲームなどで楽しい時間を過ごします。つらい
気持ちを友だちと分かち合うこともできます

申・問  070-5548-2186仙台グリーフケア研究会事務局
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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か
れ

て
い
る
本
堂
の
床
を
見
て
、
邦
子
さ
ん
は

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
教
化
団
体
の
仏
壮
、
仏
婦
の

例
会
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
て
、
お
茶
会
を
し

た
り
、
書
院
で
は
宿
泊
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
早
速
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

こ
は
ど
な
た
で
も
集
ま
っ
て
お
茶
飲
み
し

な
が
ら
ほ
っ
と
で
き
る
場
。
心
の
拠
り
所

で
す
ね
」
と
門
徒
の
方
々
も
口
を
そ
ろ
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
毎
月
十
三
日
に
行
わ

れ
て
い
る「
常
例
法
座
」は
震
災
か
ら
一
ヵ

月
で
再
開
さ
れ
、
仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
震

災
前
と
同
様
の
約
八
十
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　
専
能
寺
周
辺
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
の

ほ
と
ん
ど
が
、
家
が
壊
れ
た
り
無
く
な
っ

た
り
し
て
鍋
沼
を
離
れ
ま
し
た
が
、
今
は

十
五
世
帯
ほ
ど
が
戻
っ
て
鍋
沼
で
の
暮
ら

し
を
再
開
し
ま
し
た
。「
今
は
こ
の
辺
り

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
離
れ
て
行
っ
て
し

ま
っ
て
寂
し
い
で
す
。
早
く
皆
に
戻
っ
て

き
て
ほ
し
い
」
と
邦
子
さ
ん
は
願
っ
て
い

ま
す
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
お
寺
が

多
く
の
人
の
手
に
よ
り
復
旧

お
茶
会
や
常
例
法
座
を
開
催

地
域
の
方
の
心
の
拠
り
所
に

取材：神田航平＠東北大学、木皿菜々＠宮城大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「蒲生鍋沼の心の拠り所　専能寺」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

津波によって倒された墓石がそのままになっている場
所も一部残っています

専能寺の前坊守、足利邦子さん（写真左）。門徒の方々と
一緒に、震災後の活動などを話してくださいました

毎月13日に開かれている常例法座。全国各地から講師が
訪れます。昨年4月 13日には早くも再開できました
（写真は今年5月 13日の様子）

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園 6月22 日（金）10：00～   7月 4  日（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園 7月 4  日（水）13：15～▼福田町南1丁目公園 6月18 日（月）10：00～   7月 2  日（月）10：00～▼岡田西町公園 6月28 日（木）10：00～▼港南西公園 7月 6  日（金）10：00～▼仙台港背後地6号公園 6月20 日（水）10：00～▼扇町1丁目公園 6月15 日（金）13：30～▼扇町4丁目公園 6月13 日（水）10：00～　問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康課健康増進係

仮設住宅出前講座
高砂市民センター

が、宮城野区内の
仮設住宅でさまざ

ま

な講座を開いてい
ます。

対象  対象の仮設住宅に
お住まいの方

内容  押し花でオリジナル
うちわを作りましょう

時・所  6月16日（土）13：0
0～高砂1丁目公園

　　6月23日（土）1
3：00～仙台港背後

地6号公園

内容  お顔リフレッシュ②（
お顔のマッサージな

ど）

時・所  6月29日（金）10：0
0～岡田西町公園

内容  ひさしぶりにごいっ
しょしましょ（おしゃべ

り会）

時・所  7月5日（木）13：00
～仙台港背後地6号

公園

問  022-258-1010高砂
市民センター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。相談無料。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（6月10日～7月10日　9：30～15：00）
▼田子市民センター（毎週金曜日）
　6月15日、22日、29日、7月6日
▼中央市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
▼東部市民センター（毎週水曜日）
　6月13日、20日、27日、7月4日
▼高砂市民センター（毎週木曜日）
　6月14日、21日、28日、7月5日
▼福室市民センター（毎週火曜日）
　6月12日、19日、26日、7月3日、10日
▼榴ヶ岡市民センター（毎週土曜日）
　6月16日、23日、30日、7月7日
※常設の「支えあいセンターみやぎの」もご利用ください
住所  宮城野区原町3-5-32　コーポゼン1F　022-292-0990
（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：30～15：00、
休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

バラ園見学バスツアー参加者募集
　みやぎ生協仙塩ボランティアセンターが、被災地応援
企画として、登米市迫町のバラ園見学＆花摘み体験バス
ツアーを企画します。バラの香りに包まれて、からだと心
をリフレッシュしましょう。
対象  東日本大震災で被災された方
時  7月9日（月）8：30仙台駅西口バスプール出発（15：00
仙台駅着予定）
内容  フリーリアバラ園見学など
参加費  500円（昼食費含む）
定員  40名 ※お子様は座席の都合上ご遠慮ください
申込方法  お名前・住所・電話番号をご記入の上、はがき・
FAX・メールのいずれかで申込ください（1通あたり2名まで）
申込締切  6月25日（月）※応募多数の場合抽選。結果はハガ
キで連絡
問・申  みやぎ生協生活文化部 　仙塩ボランティアセンター
（八島）　〒981-3194　泉区八乙女4-2-2
022-218-5331、FAX022-218-5945
Eメール：sn.mvc_sendai@todock.jp

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

東部地域における住宅宅地再建のための支援方策
仙台市では津波により被災した東部地域において、①移転対象地区（災害危険区域）から安全な地域への移転、②防災施設整
備後も浸水が予測される地域の宅地防災対策等を促進するための支援制度を整備しました。

申請方法  対象の方に別途郵送でお知らせします
問  ●印に関して／022-214-8805　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　移転推進課
 ○印に関して／022-214-8032　仙台市復興事業局　復興まちづくり部　事業調整課

対　象

支援内容

①災害危険区域 ②浸水が予測される地域

防災集団移転
市街化区域に単独移転／
農業・漁業従事者の
市街化調整区域移転

現地再建
市街化区域に移転／農業・
漁業従事者または５戸以上に
よる市街化調整区域移転

被災宅地の買取 ● ● × ×
住居移転に伴う費用（引っ越し費用及び従前
建物取り壊し費用） ● ● × ○※

移転再建資金借入利子相当額助成 ● ● × ○※
移転先土地借地料の長期間免除 ● × × ×
盛土・嵩上げ等宅地防災工事費用一部助成 × × ○※ ×

以上は制度創設前に住宅・宅地を移転・再建した場合についてもさかのぼって適用します ※＝10年間の時限措置

震災で汚れた写真の洗浄をしています
泥や海水で汚れた写真はありませんか？　仙台市内で活

動する震災復興ボランティア団体「おもいでかえる」が、

写真をきれいに洗浄してお返しします。
【ボランティアも同時募集】写真に興味のある方、写真洗浄のボランティアをしません

か？　お気軽にお問い合わせください。
問  070-5473-3585おもいでかえる（金谷、千葉）

被災者を狙ったヤミ金融にご注意くださいヤミ金融は①携帯電話やダイレクトメールなどで勧誘し、
法外な高金利で貸し付けします②被災者を狙ってやさし
い応対で誘いますが、取り立ては執拗です。申込む前に、
貸金業の登録業者かを確認し、あやしいと思ったら情報窓口にご相談ください。東北財務局では、貸金業の登録確認やヤミ金融に関する相談を受け付けています。情報窓口・連絡先  022-721-7078東北財務局金融監督第三課（仙台市青葉区本町3-3-1仙台合同庁舎4階）月～金曜日9：00～17：45（祝日・年末年始除く）

わかちあいの会＆子どものための
ワンデイプログラム
　大切な人を亡くしたご遺族同士が、悲しみや怒り、つ
らい気持ちなどを語り合う会です。参加無料。

【大人向けプログラム】「わかちあいの会」（予約不要）
対象  大切な人を亡くされた方ならどなたでも
時  6月16日（土）14：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  ご遺族同士の話し合いの会です

【子ども向けプログラム】「ワンデイプログラム」（要予約）
対象  親や兄弟など大切な人を亡くした幼児から中学生まで
の子どもならどなたでも
時  6月16日（土）13：00～16：30
所  仙台青葉学院短期大学
内容  お話やゲームなどで楽しい時間を過ごします。つらい
気持ちを友だちと分かち合うこともできます

申・問  070-5548-2186仙台グリーフケア研究会事務局



信頼関係をもち「言うことは言い、聞くことは聞く」姿勢が大切
中野・西原町内会副会長のほか、鶴巻1丁目東公園仮設住宅自治会長
中野小学校区復興対策委員として震災直後から走り続ける下山正夫さん。
西原町内会長の大和田哲男さんと共に住民の安否確認に奔走していたころ、
「町内皆バラバラになったから、やっぱり月に1回ぐらい集まりたい」との声が届き、
流されずに残っていた名簿をもとに町内会の集まりを郵便で呼びかけました。
転居先不明などで戻ったものはほとんどなく、5月20日、当時避難所だった宮城野体育館で
1回目の集まりをもち、以降は毎月第1日曜日を定例としての交流が続いています。
また、復興に向けては中野4町内が共に協力し合う必要があるとし、
「中野小学校区復興対策委員会」として行政と協働で新たなまちづくりを進めています。
「発言しなければ問題点は何も解決しない」と、下山さんは行政にも住民にも
あえて苦言を呈することがありますが、そこには信頼関係があってこそ。
「言うことは言って、話を聞くことは聞くという姿勢でないと」
更に、下山さんは「生活再建には、これから1年が特に大変だと思う。次のステップへ
進むためにも、先ずは我々が住む場所を決めないとね」と、表情を引き締めて語りました。
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震災復興 地域かわら版
http://www.sendai-mirain.com　

「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

住民の皆さんの生活再建に向けて奔走を続ける縁の下の力持ち　

中野・西原町内会副会長

◀お花見会で寛いだ表情を
見せる下山さん。
　「この1年で10年分のエ
ネルギーを使った（笑）
　それは皆のためだから」

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①その形状が名前の由来。仙台の名産となった笹○○○○
②「神子」とか「巫女」と書きます
③深く考えず、工夫のないこと
④仙台平野の風土から生まれた美味、長○○漬け
⑤陰暦で５月は皐月、では６月は？
⑦日本で初めて金を産出したことにちなんだ施設、遠田郡涌谷町にあ
る天平○○○館
⑩間違った知らせ
⑫手間がかからず、簡単で便利なこと
⑭油揚げを入れればキツネ、生卵を入れたら？
⑮○○○汁は、冬野菜と、この魚のぶつ切りをいれた汁もの
⑯三陸の夏の珍味。海のパイナップルとも呼ばれます
⑰「猛者」の読み方は？
⑲○○振り合うも多生の縁

①薬莱山、陶芸の里があるのは○○町
③大勢で行動するとき、これをそろえないとまとまりません
⑥主原料に落花生の粉を使うお菓子で、仙台駄菓子として紹介される
こともあります
⑧俗に、相撲の土俵に近い席は、○○かぶり
⑨家族でレジャー、パパやママからはぐれちゃうと・・
⑪ある人物の作品だけの展覧会
⑬山元町で海の幸を使った名物といえば、○○○ご飯
⑮入学や入社の年度が一緒
⑯焼けたら千切りキャベツにソースをかけて一緒に食べるのが気仙沼流
のＢ級グルメ
⑱政宗公の時代から、伝統の製法で辛口の風味を持ち味とする、仙
台○○
⑳胸骨と肩甲骨とをつなぐ骨
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人
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だ
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せ
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　で
、
考
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し
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よ
。
こ
れ
ま
で
は
活
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る

命（
活
命
）の
方
に
ば
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り
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て
を
り
ま

し
た
け
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実
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こ
の
世
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佐藤和丸（さとう　かずまる）
若林区日辺の浄土真宗大谷派・徳照寺住職。情報誌への執筆や居酒屋での説法会などを行う、ユニークな人柄と
行動力の持ち主。
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　「みらいんさん、がんばってね！」岡田会館で行
われた、新浜復興の会全体報告会終了後に声
をかけてくださった方、ありがとうございます。皆
さんの復興が速やかでありますよう。 （芳賀）

　ようやく身を固めました。目指すは頑固でいい加
減な親父です。ここのところ、妻と同じくらい腹もぽっ
てり出て来て、呆れられています。秋頃には親父に
なる予定です。名付けが楽しみだなあ。 （おおが）

「みらいん」は、皆さんと一緒に作り、歩む情報紙です。紙面に対するご感想
や、紹介したい人や場所、今抱いている想いなどのコメントをハガキ、FAX、
メールでお寄せください。読者の皆さんの思いを、紙面に反映していきます。
送付先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12
　　　　「みらいん」編集部
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 
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